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１ 素材生産部会・協和木材㈱合同研修会開催!! 

 2 月 6 日素材生産部会 15 名参加（部会長：佐藤久

一（安楽城林産社長））と協和木材㈱新庄工場３名参

加（菊池正明工場長）との合同研修会（新庄市：協和

木材会議室等）を開催した。初めに佐藤部会長が素材

入荷等の日ごろの支援に謝意を表し、今回の新庄工

場施設増強計画に対し歓迎する意向を伝え、原木確

保に向けた諸課題について広く意見交換をしたいと

挨拶した。菊池工場長は、素材生産部会の原木供給に

対しての御礼と施設増強計画の概要、取扱原木量増加要望量等について説明した。主な意見

交換として、大径材（現在 40㎝まで）の受け入れ、4ｍ材の受け入れ、合板以上の価格設定

を要望した。その後、本工場素材生産グループ協栄会の集材映像ＤＶＤと工場を見学した。 

２ 県再造林加速化対策研修会開催!! 

 2月 5日県土地改良会館４Ｆ会議室（山形市）にお

いて、県再造林加速化対策研修会（主催：県、再造林

推進機構）が素材生産業者、木材産業業者、森林組合、

行政関係者（県、市町村）約 90名が参加した。研修

会では、主伐から保育までを一貫して実施している

岩手県の先進事例二つが紹介された。再造林推進機

構事務局からは H30年度の協力金が 10,680千円とな

り、再造林面積 22.1haに助成金等 2,129千円を支出

したと報告があった。ぜひ、助成金増額を求めたい。 

3 県森林病害虫被害対策推進連絡協議会開催!! 

 2月 13日県庁 1001会議室において、標記会議が市町村、森林組合連合会、木産協、養蜂

組合等が参加し、被害の現状と令和 2年度の方針と事業計画等が議論された。マツクイムシ

に関しては、今年の暖冬小雪により被害拡大とムシの初発日の早まりが懸念されると報告が

あった。3月中旬に次の情報が出される予定だが、例年より 1週間程度は早まる予想である。

各市町村等には早めの対応をお願いしたいとしている。 
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子ども上棟式は、土台から子ども達が組み上げて、最後餅撒きまで体験する方式とした。 

４ 2 月定例県議会 代表質問 広葉樹資源の活用について!! 

 2 月 27 日 2 月定例県議会において青木彰栄氏（県政クラブ：西置

賜）が本会議代表質問で、県の広葉樹資源の利用拡大策について駒林

農林水産部長に尋ねた。部長は、一般に広葉樹はパルプ利用が多いが、

2 年前に業界が県広葉樹利用拡大協議会を立ち上げ、製品開発や販路

拡大に取り組んでいる。県としては、来年度、品質の高い製材品を目

指して広葉樹ＪＡＳ取得の支援と天然乾燥と製材品展示を兼ねた展示

施設の支援に取り組み安定的な供給体制と需要拡大を目指すとした。 

５ 県森林組合連合会 初広葉樹特選市 開催!! 

 2月 19日県森連 天童共販所において、ブナ、ナラ、

クリ、サクラ、ホウなど約 60㎥の県産広葉樹が椪積さ

れ、ほぼ全量を完売した。特にブナ材が約 50㎥出荷さ

れ、30cm上の 2.2ｍで 4万円／㎥前後の落札額となっ

た。最高額はクロガキで 35万円／㎥の値がついた。今

回は県森連のホームページに丸太画像や椪積明細が掲

載され、事前に Fax入札できる体制をとった。そのため、県内業者のほか秋田、青森、岩手、

遠くは岐阜県からも入札があった。素材生産部会の皆様もぜひ、3月に 2回目の広葉樹特選

市を開催する予定と聞いていますので、良質材の出荷を検討してみてはいかがでしょうか。 

６ ㈱山形城南木材市場 広葉樹原木市本格始動!! 

 2月 28日城南木材市場定例市でブナ、サワグル

ミ、カバザクラ、ホウなどが出品されていました。 

1 月の定例市の時より量的にも品質的にも充実し

た素材が入荷していました。最近、素材生産は間伐

作業から皆伐作業に移行しており、林内にはスギ

材に混じって広葉樹の良質材が紛れ込んでいま

す。間違いなくスギ材より高価格で取引されていますので、出荷の検討をお願いします。 

７ 第 2 回山形県森林管理推進協議会 

 2月 14日県土地改良会館会議室（山形市松栄）に

て、県内市町村担当者と林業・木材産業関係者約 60

名を集め、「新たな森林管理システムの進捗状況」

「森林環境譲与税の増額譲与」などについて、県か

ら説明があった。後半は県内各市町村による先進取

組み事例発表があり、活発な質疑応答があった。当

初から懸念されていた林業に精通した担当者がい

ない市町村の不安・不満がここにきて出てきた。具

体的に譲与税の使い方を指示していかないと進まないので県当局のリーダーシップに期待。 
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８ ㈱スペースパーツ山形(社長 松田賢：木産協理事長) 

 専務 松田卓也氏 結婚式!!  

2月 22日ホテルメトロポリタン山形で松田賢理事長

の御曹司松田卓也氏と香織さんの結婚披露宴が約 260

名の招待者で盛大に開催された。来賓祝辞では住友林

業㈱市川晃社長が卓也氏の大阪や東京での修業時代を

紹介し、若松正俊県副知事は社長の松田賢との交流を

語り、クラシックの生演奏や山形舞子の優雅な演舞と

続き、親泣かせの花束贈呈や華やかなウェディングケーキ入刀などあっという間のひととき

でした。酒は十四代、山崎。料理は山形牛フィレ肉ステーキ、フカヒレ、鮑と食レポの尽き

ない豪華宴会に一同満足の式でした。また、木材関係業界と財界トップの顔が揃い、理事長

の活動の広さと人脈を改めて感じたところです。この度は誠におめでとうございました。 

９ ３月以降の行事予定 

日 程 行  事  名 予定出席者 

 3. 6  マルカ林業㈱協力会  （新庄市 ニューグランド H） 専務 

 3. 18  県山火事防止連絡協議会  （山形市 村総 402） 専務 

 3. 18   県森林・林業技術普及推進会議（寒河江市 森研セ） 専務 

  3. 24  県林業高度化推進協議会  （山形市 あこや会館） 専務 

 3. 30   全木連・全木協理事会   （東京 木材会館） 理事長 

3. 31  全木連事務局長会議    （東京 木材会館） 専務 

4.  3  県庁等挨拶廻り      （山形市 県庁等） 理事長等 

10 日本百名山シリーズ紹介（光岳） 

  光岳（2,592ｍ）は、「てかりだけ」と読む。南アルプ

ス最南端の百名山で、山頂直下にある白い大きな岩塊

が麓の集落から見えるのが山名の由来のようだ。登山

口は旧森林鉄道でも有名な遠山郷（長野県最南部で天

然ヒノキの良質材産地）にありアクセスは厳しい。しか

し、遠山郷には見どころも多く、東洋のチロルと呼ばれ

ている下栗の里や「かぐらの湯」温泉などがある。易老

渡から易老岳まで約３時間急な直登が続く。この登りを「疲労だけ」と呼ぶ人もいる。水

場もまったく無い。尾根に出てからは、聖岳・茶臼岳や富士山などが目の前に広がる。全

般に森林地帯を歩くことが多く、日陰で助かる。所々に蔵王のアオモリトドマツの虫害を

思わせる被災林を通過する。山頂小屋の手前で天然記念物の

亀甲状土と呼ばれる草原が広がります。山頂もシラビソの森

に覆われ展望はありませんが、１０分程降ると「光る岩」に

たどり着き南斜面は南アルプス南端の山並みが続く。この山

はハイマツと雷鳥の南限でもある。学生時代に『山渓』に掲

載された「聖ちゃんと光ちゃん」の美人姉妹写真を思い出し

た。名づけ親は南アルプス登山の愛好家だったのだろうと。 
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11 厚生労働省からのお知らせ 

イベント等の主催者においては、感染拡大の防止という観点から、感染の広

がり、会場の状況等を踏まえ、開催の必要性を改めて検討いただくようお願

いします。なお、政府として一律の自粛要請を行うものではありません。 
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12  山形労働局からのお知らせ 

 

 

要請依頼のありました下記項目詳細につきましては、木産協ホームページ素材生産部会 

の新着情報等に掲載していますのでご確認ください。 

 

 

〇「チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン」の改正について 

 

〇「林業の作業現場における緊急連絡体制の整備等のためのガイドライン」の改正 

 

〇伐木等作業安全対策変更点概要について 
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13 住宅着工状況 
 令和２年１月期の県内新設住宅着工戸数は 220 戸となり、対前月比 49.7％、対前年同月比 98.7％、前年累計比は 98.7％となった。地

域別では東根市、鶴岡市、長井市、河北町が伸びている。木造率は 86.8％。年次集計のため、累計比と前年同月比は同じとなる。 
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